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みんながつながる町づくり

「しろさと絆プロジェクト実行委員会」特集

P.2 特集 「しろさと絆プロジェクト実行委員会」
P.3      「わがまち港北」スポット 日吉台中学校コミュニティスクール
P.4 「わがまち港北」スポット 下田小学校コミュニティスクール
P.5 遊学スポット（港北区内・周辺のイベント情報）

『港北区グループ・団体ガイド』登録グループからの会員募集
花と緑でつながるこうほく（師岡打越第三公園愛護会～みんなのおにわ～）

P.6 区民活動支援センターからのお知らせ

（しろさと絆プロジェクト実行委員会の皆さん）
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特集

新型コロナの影響で外出自粛が続き、人と人が集まることもままならず、地域全体が活気を失いかけていた頃、こん
な時こそ共に元気にならねば！と地域活動に携わる有志が集まり誕生したのが「しろさと絆プロジェクト実行委員会」
です。コロナ禍でも地域がつながり、高齢者から子どもまで多世代交流を通じて「絆」を育む活動を取材しました。

城郷小机の春の風物詩といえば小机城址まつりだった

小机城址まつりは、本丸広場での武者出陣式に約500人が

参加する武者行列のパレード、小机駅前広場には模擬店が並

び大勢の人たちで賑わう港北区を代表するお祭りです。半年

近く前から始まる祭りの準備を通じ地域全体がひとつになり、

人々の輪が広がり、顔の見える関係が築かれてきました。とこ

ろが、新型コロナの感染拡大で状況は一変。楽しみにしていた

祭りも中止を余儀なくされ、地域交流も途絶えがちに…

世代間交流、地域で活動する団体同士の絆づくりを図る

「しろさと絆プロジェクト実行委員会」の取組を紹介します！

「共に元気になろう」を目標に、地域の絆を育む３つの取組

しろさと絆プロジェクト実行委員会

https://sites.google.com/view/shirosato-kizuna/

コロナ禍でもできることを、みんなで考え、形にしていく

誰もが沈んだ気持ちを抱えていた初冬、寒い季節を温かな

つながりを感じる光で灯そう！と「キャンドルナイト」企画が立ち

上がります。多くの方の協力により、牛乳パックで作ったキャン

ドルハウスが城郷小机地域ケアプラザ、城南信用金庫 小机

支店、鳥山北郵便局に飾られ、見る人の心を癒しました。そ

れがきっかけとなり、地域の「絆」を育む活動に賛同した個人・

団体がそれぞれに作品を作り、出来上がった作品を地域団体

が協力して飾り付ける活動へと広がっていきました。

城郷小机の「絆」を育み、「共に元気になろう」が目標

この春の「桜サクPROJECT2022～みんなで咲かせよう！城

郷の桜～」には、町内会、地域活動団体、幼保、小中高、福

祉施設や高齢者施設など、40を超える協力団体が参加。薄

紙を使いみんなで折った桜が、小机駅と城郷地区5会場に飾

られ、明るい春をもたらしてくれました。

桜サクPROJECT2022展示準備の様子

コロナ終息の祈りを込めて、

概算で1,200名の方々が折

った鶴が、各展示会場で羽

ばたきます。

城郷Oleプロジェクト
～ みんなで鶴を折ろう！～

桜サクPROJECT
～ 桜の花を咲かせよう！～

子どもから高齢者まで、地

域の方々が作った桜のペ

ーパーフラワーが城郷小机

の春を飾ります。

城郷小机地域の子どもた

ちが作った色とりどりのキャ

ンドルハウスが「城のあるま

ち」を優しく灯します。

キャンドルナイト
～ 牛乳パックでキャンドルハウスを作ろう！～

みんながつながる町づくり ～春・夏・冬～

オ-レ

写真は、桜サクPROJECT2022

「JR小机駅」展示の様子

写真は、城郷Oleプロジェクト2021

「ホンダカーズ川崎 港北店」

展示の様子

写真は、キャンドルナイト2021

「小机商店会事務所」展示の様子
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「わがまち港北」スポット

日吉台中学校コミュニティスクール入口

コミュニティスクール（ハウス）は、地域の皆さんが、身近な生涯学習や地域活動の場として利用できる学校施設活用型

の施設です。日吉台中学校の敷地内にある日吉台中学校コミュニティスクールもそのひとつです。

コロナ禍においては、団体活動が休止・自粛を余儀なくされました。平成30年度（コロナ禍前）での利用者は

研修室・和室を合わせ約9千人。令和2年度は約2千人と大幅に減少しましたが、令和3年度からは、感染

予防をしながら、声を出さなくても活動できる水彩画や鎌倉彫、健康を意識したストレッチ体操や太極拳、

社交ダンスなど、少しずつ再開し始めています。今回は、2年ぶりに再開した陶芸教室を取材しました。

珍しい焼窯（やきがま）のある中学校

　日吉台中学校西門を入った

左側、一見倉庫に見える建物が

焼窯庫です。陶芸に欠かせない

焼窯は、焼窯庫の中に重厚な扉

を携え鎮座していました。

作品の形状によっては、一度に

100個も焼くことができるそうです。

一度火入れをすると、火が消える

まで一週間近くかかるとか。

日吉台中学校の美術の先生が、陶芸を専攻されていたご

縁で、中学校の敷地内に焼窯庫が設置され、美術の授業

はもちろん、地域の方々の作品作りにも活用されています。

日吉台中学校コミュニティスクール

住 所：横浜市港北区日吉本町4-9-1

電 話：045-565-2840 FAX：045-565-2840

開館時間：日・月・水・木・土曜日 9時～21時

休 館 日：毎週火・金曜日

年末年始（12月29日～1月3日）

交 通：市営地下鉄グリーンライン「日吉本町駅」

下車 徒歩7分

バス停：「日吉台中学校」下車

※貸室の利用にあたっては、利用登録が必要です。

（利用料は無料）詳細については、施設にお問合せください。

Ⓒ港北区ミズキー

無心になれる陶芸制作

14～5年前から継続している（コロナ禍2年間休止）陶芸教

室は、とても人気が高く、美術室はほぼ満員。講師とスタッフ

7名が常に声をかけてくれるので、安心して制作に集中でき

ます。土をこねたり、形を整えたりしていると、あっという間に

時間が流れていきます。4月～7月にかけて皿など4～5点

を作り、メンバー同士で作品を鑑賞し、文化祭で展示するそ

うです。（今年の展示は、2月に大倉山記念館で開催済）

陶芸教室の様子

焼窯庫

文化祭展示の様子

公式ホームページはこちら
https://www.kouhoku-ksk.or.jp/hiyoshidai/
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「わがまち港北」スポット

下田小学校の正門から、まっすぐ校庭に続く通路を歩いていくと、校舎の一角に下田小学校コミュニティスクールの入口

が見えます。太極拳、体操、ピラティス、日本舞踊、書道、水彩画、絵手紙、パッチワークや生け花など、運動系、文化系

の多種多様なジャンルのサークルが活動しています。今回は、気功太極拳とオカリナサークルの活動を取材しました。

心落ち着く音色 ～オカリナ～

下田小学校コミュニティスクール

住 所：横浜市港北区下田町4-10-1

電 話：045-565-2850 FAX：045-565-2850

開館時間：日・月・水・木・土曜日 9時～21時

休 館 日：毎週火・金曜日

年末年始（12月29日～1月3日）

交 通：バス停「下田小学校」下車 徒歩1分

※貸室の利用にあたっては、利用登録が必要です。

（利用料は無料） 詳細については、施設にお問合せください。

心落ち着く場所 ～気功太極拳～

1部（左）と2部（右） 気功太極拳

下田小学校コミュニティスクール入口

ご指導のもと、20代から90代のメンバー約15名が2部に分

かれ活動しています。以前は30名近くが所属するサークル

でしたが、コロナの影響で人数が減ってしまったそうです。

全身を使い、ゆったりと流れるような動きを繰り返す気功

太極拳。私も見よう見まねで体験してみましたが、身体全

体が温かくなっていくのを感じました。子育てが一段落した

のをきっかけに始めた方、親子三代で続けている方、90代

の方は「自分のペースでできるから続けられている。」とおっ

しゃっていました。「心落ち着く場所がほしかった。」との言

葉通り、心身ともに整った気持ちになれる活動です。

で活動中。コロナ禍で休止していましたが、3月から月に3回

のペースで再開したそうです。

縦笛でもなく、フルートでもない、

何とも言えないオカリナの音色

もまた趣きがあり心に染み入っ

てきます。「埴生の宿」や「見上

げてごらん夜の星を」、「峠の我

が家」といったオカリナ向きの曲

や、季節を感じる曲を練習しています。コロナ禍以前のよう

に、演奏披露ができる日が早く来ることを待ちわびています。

オカリナ合奏の様子

意外に知られていない市民図書室
近隣の公共図書館に予約しても数か月待ちの人気な新

刊本も、運が良ければすぐに入手できる市民図書室は、

本好きの穴場的スポットです。

一般書・児童書合わせて

約3,000冊の蔵書があります。

市民図書室

下田小学校
コミュニティスクール 市民図書室
開館日：土曜日・日曜日
時 間：14:00～16:00

ようめいじ

公式ホームページはこちら
https://www.kouhoku-ksk.or.jp/shimoda/

　楊名時気功太極拳は、40年以上のキャリアを持つ先生の オカリナ サークル フィオーレは、和室を利用し、現在3名
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遊学スポット（港北区内・周辺のイベント情報）
ここに掲載されている内容は、2022（令和4）年4月26日現在の情報です。詳細は、問合せ先にご確認ください。

「遊学スポット」掲載希望の方へ

次号は300号（2022年8月発行号）です

「遊学スポット」ならびに 「登録グループからの会員募集」 の次号（300号）

原稿締切は6月28日（火）です。詳しくは区民活動支援センターまで！

区内で活動する民俗芸能継承団体～横浜興禅寺雅楽会、

鳥山町囃子保存会、菊名囃子連、新羽はやし連、日吉は

やし連、綱島囃子保存会、小机城址太鼓、大曾根夢太鼓

どどん鼓、風だまり、岸根囃子連～の成果発表会です。

日時：6月19日（日） 12：30開演
会場：港北公会堂
入場料：無料
※新型コロナウイルス感染予防対応のため入場者数の制限

を設けることもあります。

問合せ：浜田 TEL 090-6184-5812

『港北区グループ・団体ガイド』登録グループからの会員募集

Facebook

「師岡打越第三公園愛護会」の皆さん

[師岡打越第三公園愛護会
～みんなのおにわ～]

丘の上の小さな公園の公園愛護会活動。30余年続いています。
近年、新規住戸の若いファミリー層との交流が生まれ、受け継が
れてあらたにFacebookやInstagramも開設されました。
新旧住民と子どもたち、みんなにとって、四季折々の花しごとを

のんびりと楽しめる、地域の憩いの場となっています。

上記活動及び公園愛護会に関するお問合せ

045-531-7361（港北土木事務所）

と でつながるこうほく ～グリーンボランティア活動～花 緑

師岡みんなの
花しごと

4月から開催中のコース全4回のうちの3回目と4回目です。

日程：①6月23日（木） フレイル予防・ポールウォーキング
②7月28日（木） オーラルフレイル予防・転倒予防

時間：13：00～15：00
会場：菊名地区センター工芸室
参加費：300円/回

問合せ：やすば TEL 090-6198-9133

幼き頃の思い出の歌、心に残る懐かしの童謡唱歌を皆さん
一緒に歌いませんか。
日時：6月22日（水） 三縄みどり先生 14：00～16：00

7月19日（火） 柴山秀明先生 14：00～16：00
会場：港北公会堂
参加費：900円/回 事前申込不要 当日直接会場へ

問合せ：はかりや TEL 070-5556-1491

日時：6月25日（土）9：30～12：00（予定）　健脚向・小雨決行

集合：市営地下鉄岸根公園駅 地上駅前広場
解散：市営地下鉄三ツ沢下町駅
参加費：500円（保険料等）
応募締切：6月14日（火）必着
申込：右記応募フォームから、または往復はがきに●ツアー名
●応募者の郵便番号・住所・氏名●参加者全員の氏名（ふり
がな）・年齢・電話番号●返信先宛名 を記入して区民活動支
援センターへ
問合せ：
港北ボランティアガイドの会 https://kouhokuvg.yokohama/

港北童謡の会港北区民俗芸能保存会
「港北区民俗芸能のつどい」

まめどシニアクラブ
「シニアのための運動教室 ～春コース～」

港北ボランティアガイドの会
「港北ボランティアガイドツアー 丘を越え初夏のせせらぎ緑道へ」

老いを豊かにと、ピアノ・ハーモニカ・混声合唱・カラオケ・絵画・

折り紙・太極拳・俳句など幅広い分野の趣味のグループが15あり、

月1～3回社会福祉協議会・地域ケアプラザで活動しています。

またグループに関係なく会員が集まって近郊・近県への歩く会や

親睦会を、コロナ感染状況を確認しながら行っています。

今年は会創立30周年目であり、記念事業の

開催を企画しています。

会費：3,000円／年

問合せ：原田 090-8041-8797

紙芝居実演のスキルアップをめざす勉強会です。

感染予防対策をとりながら、講師指導のもと

楽しく学んでいます。

ワンコイン（500円）見学歓迎！！

日時：毎月第3金曜 13:30～15:30 

※11月は休み

会場：港北図書館2階会議室

会費：1,000円／月

問合せ：大島 Eメール okazu47y@gmail.com

生涯現役つなしま会 紙芝居クリニック
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区民活動支援センターからのお知らせ

いつも「楽遊学」をご覧いただきありがとうございます。
内容についてのご意見・ご感想、お気づきの点など、支援センターまでお寄せください。

港北区区民活動支援センター（港北区役所４階48番窓口）
〒222-0032 港北区大豆戸町26-1
TEL&FAX 540-2246
Eメール ko-center@city.yokohama.jp

港北区区民活動支援センター

★開館時間★

月～金曜 8時45分～17時（土・日曜、祝日、年末年始除く）

〈交流コーナー〉 〈作業コーナー〉 リニューアルのご案内
区民活動支援センターの 〈交流コーナー〉 及び 〈作業コーナー〉 の位置を変更しました。

また、これまで 〈交流コーナー〉 であったところはあらたに 〈交流スペース〉 となりました。

チラシをご覧いただいたり

ちょっとしたお話しにも。

どなたでもご利用できます。

〈掲示板〉 コーナー利用のご案内
活動グループの講座・イベント情報、会員募集などに、センターの掲示板コーナー

をご利用いただけます。

・チラシ（A4サイズ）を掲示できます。

・お預かり期間は原則3か月、講座・イベントはイベント実施日まで。

※区民主体の公益的な活動や学びの活動が対象です。

詳しくは区民活動支援センターへお問合せください。

〈交流コーナー〉 〈作業コーナー〉 〈交流スペース〉

・ご利用には施設利用登録が必要です。

・3か月前の同日から予約の申し込み

を受け付けます。空いていれば当日利

用も可能です。

・ご利用には施設利用登録が必要です。

・3か月前の同日から予約の申し込み

を受け付けます。空いていれば当日利

用も可能です。

・ご利用の際は窓口へお声がけください。

・スペースが限られる為、譲り合ってご

利用ください。

・飲食はできません。

次号は発行300号︕︕
おかげさまで「楽遊学」は次号で発行300号を迎えることとなります。
これまでで印象に残っている記事や、掲載の思い出(グループ・団体様)等はありませんか︖ご感想などお寄せ
いただけると嬉しいです。お待ちしています︕※支援センターから連絡可能なご連絡先もお忘れなく

窓側の書籍・資料の閲覧コーナー

に移動しました。

5名以下での簡単な打合せ等に

ご利用いただけます。

受付カウンターを挟んで左側の

小さい部屋に、印刷機（有料）、

紙折り機（A4まで）、

裁断機を設置しています。

��� ���

��名

�����

���������下�����

ご意見ご感想をお寄せください
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